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評価問題例 
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１ 次の筆算の     の部分が何を表しているか、説明しなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 次の筆算にはまちがいがあります。どこがまちがっているか、説明しなさい。 

1 2 

× 4 2 

2 4 

８ 4 
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評価問題のポイント

 

 

 

 

そして、部分積を意識しながら、練習させることで、さらなる定着を図ることをねら

いとしている。 

部分積における理解と計算の仕方を定着させるために、筆算上の部分積が何を表して

いるのか、を言葉と式を使って表現させる。そのことにより、筆算の意味を理解させる

とともに、単に機械的に計算するだけではなく、意味を理解し活用できることにつなげ

る。 

＊評価問題について 

授業展開例へ単元の流れへ 本時の流れへ HOME 


